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研究成果の概要（和文）：本研究では、SNSなどに投稿された記事の内容から、著者の見せかけの性格を推定す
るための手法について検討した。特に、Blogのように推敲を重ねて公開される記事と、Twitterのようにその場
その場の思いつきで投稿される記事とでは、表面的に現れる個性、性格に大きな違いがあることを被験者実験に
より確認している。また、見せかけの性格と著者本来の性格の間にも大きな差が生じていることを確認してい
る。本手法を自動化するために感情推定アルゴリズムとの相関分析を行い、Big Fiveの5因子との関連を抽出し
ている。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined the method to estimate a virtual personality 
in Customer Generated Media based on the articles submitted to SNS. We especially confirmed the 
difference between blogs submitted after arranging author's verbs and objects, and tweets submitted 
without arranging. We also found out the difference between author's virtual personality and author'
s real personality. Finally, we extracted the relationship between the five factor in Big Five Model
 and emotion judgment algorithm to automatize personality estimation method.

研究分野： 知識工学
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１．研究開始当初の背景	
	 オンラインでのテキストベースのコミュニ
ケーションが浸透してきている一方で，不要
な発言によるトラブルが多発している問題が
あった．特に，自分の投稿の読み手に対して
どのような印象を与えているかという点を適
切にユーザが把握できていないという問題が
あった．投稿者は可能な限り意識的に自分の
発言(投稿)に気を配っているが，必ずしも読
み手が意図通りに解釈するとは限らない．こ
ういった問題を解決する必要があった．	
	
２．研究の目的	
	 本研究の目的は，ソーシャルメディアにお
ける，ネットワーク上での，自己の，他者か
ら見た性格を定量評価し，自分自身の本来の
性格との差分を抽出することで，コミュニケ
ーションの円滑化を図るというものである．	
	
３．研究の方法	
	 本研究の実施方法は大きく 2つあり，1 つ
目は，感情解析のための顔文字の分析，2つ
目は，既存の感情推定アルゴリズムを利用し
た性格推定のための調査である．顔文字につ
いては，使用状況，文脈など種々の要因で含
有する感情情報が変化するという問題に対処
するため，大規模な顔文字の辞書を構築し，
分析を行った．性格推定に関しては，
Macromill を利用したアンケート調査によ
り，Twitter，Blog の双方を利用しているユ
ーザに対して，Big	Five に基づく性格診断
を実施し，ユーザ本来の性格，ならびに
Twitter，Blog の投稿を収集し，分析を行っ
た．	
	
４．研究成果	
	 本研究の成果は大きく 2つある．1 つ目
は，投稿者本来の性格と投稿された記事から
推定される見かけの性格には差分があること
を明らかにしたこと，2つ目は，大規模な顔
文字辞書の構築により，顔文字には変化の基
本となる原形が存在することを確認したこと
である．	
	 まず 1 つ目の成果に関しては，雑誌論文⑥
ならびに，学会発表⑦で報告している．この
研究で明らかにしたことは，Twitter や Blog
の記事から直接投稿者本来の性格を推定する
というタスクに対して，Twitte や Blog へ投
稿された記事に基づいて形成される投稿者の
見かけの性格について検証をしている．本実
験では，被験者実験により，Blog や Twitter
の投稿を熟読し，NEO-FFI の性格検査を，そ
のブログの投稿者であればこのように回答す
るはずだという視点から回答させ，投稿者の
擬似的な性格を抽出している．	
	 被験者実験では，5名の被験者に記事を読
ませ回答させている．図 1には，被験者に
Twitter への投稿記事を読ませた際の性格推
定の結果を，図 2には Blog を読ませた際の
性格推定の結果をそれぞれ示している．	

図 1：Twitter からの見かけの性格推定	

図 2：Blog からの見かけの性格推定	
	

図 1，図 2 に示すように，5名の被験者がほ
ぼ同一の傾向を示す回答をしたパターンと，
5名の被験者の回答が一致しなかったパター
ンが得られた．23 名分の Twitter と Blog に
対して，Twitter では 16 名分の記事につい
て 5名の被験者が同一の性格を推定し，Blog
では 12 名分の記事について同一の性格を推
定するという結果になった．	
	 この要因として，Twitter に投稿される記
事には比較的感情的な成分が含まれており，
投稿者の気持ちなどを汲み取りやすかったの
ではないかということが考えられる．一方，
Blog の記事は投稿前に推敲してから投稿す
ることが多いため，感情的な表現や投稿者の
主義主張が見え隠れするような記述が抑制さ
れていると考えられるため，5名の被験者が
一致するパターンが少なかったものと考えら
れる．このことは，表 1，表 2 に示す感情成
分と 5因子との相関関係により類推される．	
	
表 1：Twitter の投稿に含まれている感情成

分と Big	Five の各因子との相関	

表 1，表 2 から，Twitter の方が感情に対し
て強い相関を示していることが分かる．この
ため，感情推定アルゴリズムを利用した見か
けの性格推定には，Twitter の投稿の方が適
しているということが分かる．一方で，Blog
の記事から見かけの性格を推定する場合に
は，別途観点を抽出していく必要があろう．	
	



表 2：Blog の投稿に含まれている感情成分と
Big	Five の各因子との相関	

	 	
	 2 つ目の成果として，顔文字に関する大規
模な分析結果が挙げられる．当初，感情推定	
アルゴリズムを拡張するために顔文字を導入
する目的で研究を開始したが，顔文字には道
の情報が大量に含まれている可能性があるこ
とから，顔文字そのものの分析を行ってい
る．	
	 顔文字に関しては，第 30 回人工知能学会
全国大会，および第 31 回人工知能学会全国
大会においてオーガナイズドセッションを企
画し，多数の発表と討論を行ってきている．
その結果を解説論文として雑誌論文①〜④に
まとめ，掲載されている．	
	 顔文字の大規模な辞書では，顔文字自体は
約 7万種類登録されており，そのうち 4万種
の顔文字についてアノテーションを実施して
いる．これにより，例えば，「＃」という記
号が付与された顔文字はほぼ例外なく「怒
り」の感情を持つことや，「＊」が付与され
た顔文字は，元の顔文字の感情成分を強調す
る効果があることなどが分かってきている．	
	 また，このような顔文字の変位を顔文字の
活用形として考え，顔文字の中心をなす顔文
字の原形を抽出することに成功している．顔
文字の原形は現在のところ 3110 種存在して
おり，分類方法によっては 3110 種をさらに
削減することも可能である．	
	 これらの顔文字の原形が適切に推定するこ
とができれば，未知の顔文字であっても感情
成分を抽出するなど分析が容易になることに
加え，顔文字の自動生成といったタスクにも
応用可能である．これらの大規模辞書に関し
ては，現在公開に向けて調整しているところ
である．	
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